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南大洋掘削計画：南極寒冷圏変動史プロジェクト（AnCEP）の概要と今後の展開
Southern Ocean drilling proposal: Outline and future plan of Antarctic Cryosphere evo-
lution project (AnCEP)
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南大洋はグローバルな気候システムにおいて極めて重要な役割を持っている。南極寒冷圏（Antarctic Cryosphere）は，
南極氷床，南極表層水，海氷，南極極前線，南極周極流などから構成され，これらのサブシステムは相互に連動しながら
新生代を通じた全球的な気候進化に大きく寄与してきている。しかしながら，鮮新世から第四紀における東南極氷床の
消長，海氷分布域の変動と氷縁域での生物生産量変動，極前線帯や南極周極流の南北シフトなどの時空間変動は依然と
して不明確であり，特に，主要な気候シフトである Mid-Pleistocene transition (MPT)やmid-Brunhes event (MBE)におけ
る南極寒冷圏の変動の実態はよくわかっていない。そのため，南大洋インド洋区のコンラッドライズおよびデルカノラ
イズを縦断する南北トランセクトの掘削点を候補とした深海掘削研究プロポーザルを計画している。これらの掘削サイ
トは，主要な海洋フロントである亜熱帯フロント，亜南極フロント，南極前線，冬季海氷縁を縦断するように配置されて
いる。ピストンコアによる事前研究の結果から，コンラッドライズには珪藻軟泥からなるセディメントウェーブが広が
り，堆積速度は 25cm/kaを超えることがわかってきた。デルカノライズでは，有孔虫軟泥と珪藻軟泥が周期的に繰り返
し堆積していること，氷期には海氷由来の IRDが顕著に堆積していることなどが明らかにされてきた。したがって，こ
れらのサイトを掘削し連続コア試料を回収することによって，鮮新世以降の詳細な南極寒冷圏変動史とグローバル気候
変動における南大洋の役割を解明することができる。
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